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1.はじめに　2018年6月18日に発生した大阪府北部の地震（M5.9）では，震源域の大阪府北部，兵庫県南東

部，奈良県において長周期地震動階級２が観測された．南東部を除く兵庫県の階級は０であったが，鳥取県西

部（境港市）では中国地域唯一の階級１が観測された（星山・他, SSJ Fall Meeting, 2018）．一方，隣接する

米子市では階級０であった．境港市では，2000年鳥取県西部地震（M7.3）で長周期地震動階級４（震度6強,

6.0）が観測されている．同地震を対象としたアンケート震度調査（小山・他, 2001）では，市域北部にほぼ

東西に広がる岩盤山系である島根半島に平行して，震度の大きい帯状の領域が見られ，上記震度を観測した気

象庁観測点はそこに含まれる．一方で，同観測点から南南西に約800ｍ離れた境港市役所（鳥取県管理）の震

度は6弱（5.6）であったが，残念ながら本震観測記録は残されていない． 

気象庁観測点では，2013年淡路島の地震（M6.3），2016年鳥取県中部の地震（M6.6），2018年島根県西部

の地震（M5.8），2018年大阪府北部の地震（M6.1）のデータが公開されており，境港市役所でも記録が得ら

れている．これらについて，長周期地震動特性の検討をおこなったので報告する． 

2.検討内容　気象庁による長周期地震動階級は，加速度波形から減衰h=0.05（5%）の一自由度系による周期

1.5から8.0秒（暫定的に1.6から0.2秒刻みで7.8秒までで試行）の絶対速度応答スペクトルを算出し，その最

大値から階級を決定している．2016年熊本地震本震の西原村小森で階級４が観測されたが，2000年鳥取県西

部地震における気象庁境港観測点でもこれに匹敵する値が得られていたことになる．ただし，応答スペクトル

で見ると，気象庁境港で卓越するのは周期1.8秒程度であり，長周期地震動としては周期が短い帯域にあた

る． 

気象庁境港における地震動のH/Vスペクトル比を見ると，2000年鳥取県西部地震本震が約1.9秒，その他の

4地震（最大震度4）では約1.6秒と，2000年鳥取県西部地震本震では長周期化が見られ，非線形地盤応答の影

響が示唆される．また，いずれの場合もEW/UDがNS/UDよりも大きくなっている（図参照）． 

地震動の粒子軌跡を見ると，2000年鳥取県西部地震本震はほぼ東西に偏向した震動となっており，横ずれの

震源断層のほぼ延長に位置することからＳ波の放射特性を反映したものと考えられる．その他の４地震は東か

ら西までの広い入射方位となっており，距離も離れることから放射特性の影響はそれほど大きいとは考え難

い．にもかかわらず，2018年島根県西部の地震（西から入射）を除けば，東西方向の震動が卓越した特性を

有している． 

この卓越方向は北部に広がる弓ヶ浜半島に平行であり，既往の反射法地震探査（西田・他, 2002）では南部の

米子市域から島根半島に向かってハーフグラーベン状の断面が得られており，地下構造の影響による特徴的な

地盤増幅を示しているものと考えられる．ただし，反射断面から推定される境港市街域の基盤深度は約

3,000ｍであり，上述の卓越周期２秒弱がこの境界に依拠するものとは考え難い．反射法地震探査で

は，2000年鳥取県西部地震本震で地震動が大きかった領域で反射面散乱層が表層付近で推定されており，よ

り表層部に特徴的な地震動を生じる要因の存在が示唆される． 

境港市街では，常時微動単点３成分観測も実施しており，最も北の島根半島側の約0.8秒から南へと卓越周期

が2秒を超えて長くなる，基盤岩までの構造とは逆の傾向が見られるが，気象庁境港観測点付近では1.2秒程度

であり，地震観測記録との乖離も興味深い現象となっている． 

4.おわりに　地震動H/Vスペクトル比を説明する地下構造の解析などを通じて，気象庁境港観測点周辺で見ら

れる特徴的な地盤震動について検討を進めたい． 
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